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代数の Hochschildコホモロジーは多くの構造を持っており，様々な分野

に現れる．この講演ではサポート多様体の観点から研究された Hochschild

コホモロジーに関する幾つかの結果を紹介する．

代数 A の Hochschild コホモロジー代数 HH(A) に関して，良い有限性

条件（ExtA(A/J,A/J) が HH(A) 上ネター加群となる．）が成立している

とき、A-加群のサポート多様体が良い性質をもつことから，この有限性

条件の下での研究が行われている（[3], [2], [1] 参照）．特に，P. A. Bergh

は [1] において，この有限性条件の下で，Cohen-Macaulay A-加群の安定

圏が Calabi-Yau三角圏になっていれば、次が成立することを示している．

任意の有限生成 A-加群 M,N に対し，

ExtnA(M,N) = 0 (n � 0) =⇒ ExtnA(N,M) = 0 (n � 0)

この結果は，毛利と Smith [4] によって導入された非可換代数の交叉数

に関する予想に部分的な解答を与えている．このことから，良い有限性

条件を満たし，Cohen-Macaulay 加群の安定圏が Calabi-Yau 三角圏とな

る代数の具体例を列挙することは興味深いことである．有限群の群環が

これらの条件を満たす典型例であるが，時間が許せば，群環以外の具体

例を紹介したい．
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